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 本論文は、インドネシア共和国西スマトラ州におけるミナンカバウ人の一村落での通
算 30ヶ月以上の集約的なフィールドワークに基づき、ミナンカバウ文化における親族組
織と社会関係の基本原理とそのダイナミズムを解明した民族誌的研究である。 
 序章では、東南アジア島嶼部の親族研究史からミナンカバウ親族研究の課題が導出さ
れ、近年の経済人類学理論からミナンカバウ人の経済関係研究の課題が設定される。 
第２章でミナンカバウ社会の歴史を概観した後、第３・４章では調査対象地であるテ
ルック・ダラム村の歴史と現状および村人の日常生活とライフサイクル、「母系」家族に
おける人間関係の実態、特に混入する男性の親族への組み込みの様子が詳細に描かれる。 
第５～７章では、ミナンカバウ親族の基本的な関係原理として「恩の紐」と「血の紐」
とが析出され、その運用の実態が解明される。「恩の紐」とは、養育してくれた母に対し
て子が自らハティ（肝臓／「心」）に抱く母への恩というプラサアン（感情）に基づく紐
帯であり、贈与に対する返礼義務を伴う互酬的な関係原理である。一方、「血の紐」とは、
父親の精液が媒介する「血」の共有という父子間の身体的な紐帯であり、父から子への
一方的な贈与義務のみを要請する非互酬的な関係原理である。この二つの関係原理の結
合と拡張および「血の紐」の「恩の紐」への転換によって、従来「母系的」と見なされ
てきたミナンカバウ親族の組織化と人生儀礼における贈与交換とが見事に説明される。 
 第８・９章では、ガンビールという換金作物の生産と流通に焦点を合わせ、生産者と
仲買人の関係が、両者のプラサアンに配慮した互酬的な「恩の紐」として認識され、そ
の結果、富の蓄積と顕示的な消費を目的に生産者と仲買人の関係が構築されていく「プ
ラサアンの経済」が形成されていることが論じられる。親族との違いは、非互酬的な「血
の紐」関係が後景に退き、互酬的な「恩の紐」が前景に躍り出ることである。 
 以上の知見は、ミナンカバウ文化のみならず東南アジア諸文化の親族と社会関係の持
続と変化の研究ならびに広く人類学的親族研究一般に民族誌的かつ理論的に寄与すると
ころ大である。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な
資格を有するものと認められる。 
